
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

２級ガソリン自動車整備士 ② 65人 65人

人 ２級ジーゼル自動車整備士 ② 65人 65人
人 ガス溶接技能講習 ③ 61人 61人

アーク溶接特別教育講習 ③ 66人 66人
###

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 4

9 名 6.9 ％

■中退防止・中退者支援のための取組

担任、学年主任等による早期問題発見とカウンセリング実施。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　有
※特待生制度、留学生給付金制度、一人暮らし応援サポート制度

■専門実践教育訓練給付：　　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　無

令和4年4月1日時点において、在学者131名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者122名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更、体調不良、学力不足

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.taus.ac.jp

■就職率 100

令和5年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
担任、進路指導課教員による個別相談、面接指導を実施する
ことで、学生第一志望企業への早期内定獲得。

■卒業者数 65
■就職希望者数 1

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
自動車ディーラー、メーカー、損害保険会社 （令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄

1.5
■その他
・進学者数：　63 人
・自己開拓：　1 人

年度卒業者に関する

■就職者数 1 人

長期休み

■学年始：  4月 1日　～　4月 7日
■夏　 季：  8月 1日　～　8月31日
■冬　 季：12月26日  ～　1月 7日
■学年末： 3月21日  ～   3月31日

卒業・進級
条件

全ての教科の成績が合格していること。
国土交通省で定められた教育時間数を履修していること。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 レクリエーション実行委員

学園祭実行委員
特待生による学内ボランティア活動

・担任、学年主任による個別面談
・成績下位者への補講授業実施

■サークル活動： 有

学期制度
■１学期： 4月 1日　～　　7月31日
■２学期： 9月 1日　～　12月25日
■３学期： 1月 8日　～　　3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
定期試験、実習レポート等
100点満点中60点以上合格

240人 149人 0人 9人 6人 15人

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼 2031.2時間 693.2時間 85.2時間 1252.8時間

認定年月日 平成29年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

工業 自動車整備専門課程
自動車整備科

１級整備士コース　前期課程
平成26年文部科学省

告示第6号

学科の目的
実践かつ専門的な職業教育をおこない、関係企業・団体等のニーズを反映した自動車整備技術や知識を修得させる。また、社会貢献ができる人間性豊
かで優秀な自動車整備士を育成することを目的とする。

0270-62-0167
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　小倉学園 昭和56年12月24日 小倉　基義
〒379-2215
群馬県伊勢崎市赤堀今井町1-581

（電話）

専門学校
東京自動車大学校

平成2年3月23日 小倉　基宏
〒125-0002
東京都葛飾区西亀有3-28-3

（電話） 03-3601-2535

（別紙様式４）

令和5年9月10日
（前回公表年月日：令和4年7月29日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地
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（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反
映した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）を
いいます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中
の者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就
職者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了
と同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表
的な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別
③
②
③

（年間の開催数及び開催時期）

令和5年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期
國分　秀貴 いすゞ自動車首都圏（株） R4.5.1～R6.4.30

三田寺　秀高 東京自動車大学校　副校長 R4.5.1～R6.4.30

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回（5月、10月）

高橋　章 東京自動車大学校　事務長 R4.5.1～R6.4.30
庄司　達哉

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

本校は、自動車に関する知識・技術を修得した確かな人格を有する自動車整備士養成に努め、国内自動車販売業（自動
車ディーラー）のサービス要員を中心に広く自動車関連産業に有為な人財の育成・輩出を通じ活力ある社会づくりに貢献
してきた。今後もその社会的使命を踏まえて更なる教育の質保証・向上を図るため、関係企業・団体、教育有識者の協力
を得た教育課程編成委員会の設置・活動を通じ、適切かつ効果的な教育課程の編成を行う。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は別添規程のとおり、校長の諮問機関の委員会として機能し、校長に報告された審議内容等は、必
要に応じて管理職部長会議などでの議論も踏まえ校長が決裁する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

藤田　幸司 東京自動車大学校　校長代行 R4.5.1～R6.4.30

出井　裕 日本大学理工学部 航空宇宙工学科 R4.5.1～R6.4.30
中村　真 日産自動車販売(株) R4.5.1～R6.4.30

東京自動車大学校　教務部長 R4.5.1～R6.4.30

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
■意見:
自動車の技術が進歩していく中で、自動車整備専門学校での教育内容も変えていく必要がある。しかし、自動車の基本は変わらない
ので、基本的な内容は学校でしっかりと教育してほしい。古くなった内容を減らし新しいことを入れていく際には、減らす内容を慎重に
吟味してほしい。取得する資格などについても同様で、必修で受験していたものを希望制に変更したりするケースも出てくると思われ
るが、資格は一生ものなので、学生のうちにできるだけたくさん取得させてほしい。
◆活用状況
今後、自動車整備士国家試験制度の改定が行われるため、それを見据えてカリキュラムを検討していく予定である。資格取得につい
ては、多くの資格を問わせること目標としていく。合格した成功体験を積み重ねることで、勉強意欲の向上も見込まれるため、
取りやすい資格からチャレンジさせレベルアップを図っていく。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
自動車業界の人材ニーズに従い、即戦力となれる人材を育てるために、企業と連携を密にして基本作業から、さらにス
テップアップした新技術などの教育を行う。また、現場での作業に必要とされる、安全作業や時間管理ということも意識した
実習を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（開催日時（実績））
令和5年8月30日開催

教務課責任者と教科担当教員とプリンス東京の派遣講師が実習前に打ち合わせを行い、実習内容や学修成果の評価指
標等について定める。実習授業においては、担当教員が日常的な指導をしつつ企業からの講師が専門性の高い技術的
な指導を行うなど、2名が連携を取りながら授業を展開していく。実習授業の最後に実技試験を行い、企業講師の評価を
踏まえ担当教員が成績評価を行う。



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
本校教職員研修規定により、教職員が、職務を円滑に遂行するために必要な能力、資質の向上を図るために研修計画を
策定し、実施する。研修を行うに当たっては、関連企業・団体等と連携し、専門分野の知識、技術等の向上を図るととも
に、授業および学生指導に対する指導力等の向上を図るものとする。実施においては、校内研修、校外研修、自己啓発な
ど企業と連携した内容を盛り込み組織的に実施する。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

車検整備Ⅱ
貨物車の1年点検（継続検査）及びジーゼル者の車検に伴う作
業を習得する。

日産東京販売株式会社

総合整備Ⅰ
整備作業全般と診断技術を習得する。メーカーごと独自の技術
を習得し、入社後に即戦力となれる実力をつける。

日産東京販売株式会社

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

車検整備Ⅰ
乗用車の車検整備技術を習得する。お客様への整備説明ができるよ
うにする。スチーム洗車、ガラスコーティング、ボディコーティングも行
う。

日産東京販売株式会社

◆各メーカー主催の技術講習会に参加予定

②指導力の修得・向上のための研修等
◆専修学校教員教職課程研修　東専各協主催に教員１名参加予定

◆海外ブランド戦略および技術講習　SKYグループ主催　6月12日　14:30～16:00　本校312実習場　全教員
◆日産技術講習会　日産自動車（株）主催　8月4日　9:00～16:30　追浜GRNDRIVE　教員1名　日産先進技術に関する体感講習
◆新技術・車両診断研修会　全国自動車大学校専門学校協会主催　8月2日～5日　本校312実習場　　教員1名
◆ボルボＥＶ研修会　ボルボ・カー・ジャパン(株)主催　10月17日　　16:30～17:30　本校312実習場　全教員

②指導力の修得・向上のための研修等
◆専修学校教員教職課程研修　東専各協主催　6月10日～11月11日（全25日間）18:30～20:00 教員２名参加
◆教員実践研修　　　東専各協主催　6月23日～8月25日（全6日間） 教員１名参加
◆教員夏季研修　　ＪＡＭＣＡ主催　　8月16日～8月19日（全4日間）　教員1名参加

（２）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等



種別
企業等委員
企業等委員
企業等委員
卒業生

　　　　ホームページ　http://www.taus.ac.jp
（３）情報提供方法
※（１０）及び（１１）については任意記載。

木元　聡志

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校教育法及び学校教育法施行規則に基づき、校内自己点検評価委員会が行った評価の結果について、評価及び結果
の公表を行うために、学校関係者評価委員会を設置し、委員会は、自己評価委員会が行った評価について評価を行い、
自己評価結果の客観性・透明性を高めるとともに、関係者の理解推進・連携協力による学校運営の改善を図る。

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 学修成果
（５）学生支援 学生支援

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材等
（２）学校運営 学校運営

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 地域との連携
（１１）国際交流 無し

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受け入れ募集
（８）財務 財務

荒瀬　智子 トヨタモビリティ東京(株)人事業務室担当次長 R4.5.1～R6.4.30
西島　大貴 日産東京販売(株)人事部次長 R4.5.1～R6.4.30

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者から指摘のあった「コミュニケーション能力向上」に関し、実習授業において積極的なロープレを導入して展開
した。また、「教員の指導力向上」を目的に今年度も2名の教員に東京都専修学校教員教職課程研修に参加させ、学生
カウンセリングや授業に関する実践的技術知識向上を図った。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年5月1日現在

名　前 所　　　属 任期

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
ホームページにおいて特段の事情がない限り毎年９月１日までに公表する。

URL:https://www.taus.ac.jp/quickcode/taus/file/kihon2.pdf

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

（株）トヨテック　取締役 R4.5.1～R6.4.30
鈴木　学 ボディショップ スズキ社長 R4.5.1～R6.4.30

（２）各学科等の教育 各学科等の教育
（３）教職員 教員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育・実践的職業教育

企業等の学校関係者に対して、学校関係者評価委員による会議とは別に、校長代行・幹部教員が各企業別に年１・２回
の会合を持ち意見交換を行っている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標及び計画

（１１）その他 無し

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 学校評価
（１０）国際連携の状況 無し

（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金・修学支援
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○ ビジネス基礎
ビジネス社会における一般常識を習得す
る。ソーシャル検定を取得する。

１
①

12.6 ○ ○ ○

○ 製図
機械製図、電気製図の基礎知識を習得する
と共に各種ｸﾞﾗﾌについて読解できるように
する。

１
①

7.0 ○ ○ ○

○ 工具取扱
自動車整備作業用工具および作業用機器の
取扱い方について、安全作業を学ぶ。

１
①

14.0 ○ ○ ○

○
ガソリンエン
ジンⅠ

ガソリン・エンジン本体の基本構造と各部
品の役割および作動を学ぶ。

１
①

25.2 ○ ○ ○

○
シャシボディ
Ⅰ

制動装置ブレーキの基本構造と各部品の役
割および作動を学ぶ。（ドラムブレーキ、
ディスクブレーキ、マスターシリンダ）

１
①

25.2 ○ ○ ○

○
シャシボディ
Ⅱ

ステアリング装置の基本構造と各部品の役
割作動、多種類のサスペンション装置につ
いて、各形式の特徴、各部品の役割および
作動について学ぶ。

１
①

25.2 ○ ○ ○

○
基礎自動車工
学Ⅰ

自動車の概要、自動車の構造、機械要素な
ど自動車に関する基礎的な原理原則を学
ぶ。

１
①

25.2 ○ △ ○ ○

○ 電気基礎
電気の基礎知識、電気回路を実験を通じて
学ぶ。バッテリ・始動装置の構造作動につ
いて学ぶ。

１
①

25.2 ○ ○ ○

○
ガソリンエン
ジンⅡ

ガソリン・エンジンの潤滑装置、冷却装
置、燃料装置について学ぶ。

１
②

25.2 ○ ○ ○

　　９科目

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　1級整備士コース前期）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 184.8単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科600時間、実習1200時
間）を満たしていること。授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。遅
刻は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）
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○
シャシボディ
Ⅲ

動力伝達装置のクラッチ、トランスミッ
ション、ディファレンシャルの基本構造、
役割および作動について学ぶ。

１
②

25.2 ○ ○ ○

○
ジーゼルエン
ジンⅠ

ジーゼル・エンジンの本体構造、列型分配
燃料噴射ポンプ、基本構造および作動につ
いて学ぶ。

１
②

25.2 ○ ○ ○

○
エ レ ク ト ロ
ニックシステ
ムⅠ

ガソリン・エンジンの始動装置、点火装
置、充電装置、メーター、空調システムに
ついて、各部品の役割および作動について
学ぶ。

１
②

25.2 ○ ○ ○

○
モーターサイ
クル

２輪車のエンジン、動力伝達装置、サスペ
ンションについて学ぶ。

１
②

9.8 ○ ○ ○

○
基礎自動車工
学Ⅱ

自動車に関わる数学、機構学、単位につい
て学ぶ。

１
②

25.2 ○ △ ○ ○

○ 企業研究
就職活動への第一歩として企業研究の方法
を習得する。

１
②

5.6 ○ ○ ○

○
ガソリンエン
ジンⅢ

電子制御燃料噴射装置について学ぶ。
１
③

9.8 ○ ○ ○

○
ジーゼルエン
ジンⅡ

実用的なジーゼル・エンジン本体、燃料装
置について習得する。

１
③

9.8 ○ ○ ○

○
シャシボディ
Ⅳ

走行装置、タイヤ・ホイールアライメント
について学ぶ。

１
③

9.8 ○ ○ ○

　　９科目

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　1級整備士コース前期）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 145.6単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科600時間、実習1200時
間）を満たしていること。授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。遅
刻は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）
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○ 自動車材料
自動車に用いられている材料を中心に各種
材料の性質、特性を習得する。

１
③

7.0 ○ ○ ○

○ 測定
自動車整備に必要な各種テスターやツール
の機能と使用方法を習得する。

１
③

7.0 ○ ○ ○

○ 自動車法規Ⅰ ３級整備士レベルの法規を理解する。
１
③

9.8 ○ ○ ○

○
ガソリンエン
ジンⅣ

実用的なガソリン・エンジン本体、燃料装
置の構造およびエンジン性能曲線図の読解
を習得する。

２
①

28.0 ○ ○ ○

○
ジーゼルエン
ジンⅢ

エンジン本体、各付属装置、構造などを理
解する。

２
①

28.0 ○ ○ ○

○
シャシボディ
Ⅴ

動力伝達装置の自動変速機、操縦安定性に
関するホイール・アライメント、走行性能
などについて習得する。

２
①

28.0 ○ ○ ○

○
エ レ ク ト ロ
ニックシステ
ムⅡ

バッテリ、始動装置、点火装置、充電装置
など総合整備法を習得する。

２
①

28.0 ○ ○ ○

○ 自動車工学Ⅰ 自動車に関わる工学計算を学び習得する。
２
①

12.6 ○ △ ○ ○

○ 電気自動車 電気自動車概論を学ぶ。
２
①

5.6 ○ ○ ○

　　　９科目

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　1級整備士コース前期）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 154単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科600時間、実習1200時
間）を満たしていること。授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。遅
刻は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）
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○ 内燃機関理論
内燃機関に関する燃焼理論および燃料、油
脂類について習得する。

２
①

9.8 ○ ○ ○

○
モーターサイ
クル整備

２輪車のエンジン、動力伝達装置、緩衝装
置、制動装置など総合整備法を習得する。

２
①

12.6 ○ ○ ○

○ 自動車法規Ⅱ
道路運送車両法および保安基準について習
得する。

２
①

28.0 ○ ○ ○

○
エネルギーと
環境問題

次世代の動力源とエネルギー理論と自動車
の環境問題について習得する。

２
②

5.6 ○ ○ ○

○ 自動車工学Ⅱ 自動車に関わる工学計算を学び習得する。
２
②

22.4 ○ △ ○ ○

○
ガソリンエン
ジン整備

ガソリン・エンジンの電子制御燃料噴射装
置および吸排気装置について学び習得す
る。

２
②

22.4 ○ ○ ○

○
ジーゼルエン
ジン整備

ジーゼル・エンジン電子制御燃料装置の各
装置について習得する。

２
②

22.4 ○ ○ ○

○
シャシボディ
整備

操縦安定性に関する装置ＡＢＳ、トラク
ション・コントロールについて習得する。

２
②

22.4 ○ ○ ○

○
エ レ ク ト ロ
ニックシステ
ム整備

バッテリ、始動装置、点火装置、充電装置
など総合整備法を習得する。

２
②

22.4 ○ ○ ○

　　　９科目

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　1級整備士コース前期）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 168.0単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科600時間、実習1200時
間）を満たしていること。授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。遅
刻は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）
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○ 検査機器
車検整備に使用する検査機器の構造と使用
方法を学び習得する。

２
②

16.8 ○ ○ ○

○ 自動車検査 自動車検査業務について習得する。
２
②

25.2 ○ ○ ○

○
ト ラ ブ ル
シュート

自動車全般のいろいろな故障現象に対する
推定原因および故障探求方について習得す
る。

２
③

84.0 ○ ○ ○

○ 基礎工作作業
工作機器の正しい工具の使用方法を理解す
る。ボルトナットの締め付けトルクの習
得。

１
①

28.8 ○ ○ ○

○ 基礎実習
自動車整備に必要な基本作業（工具取扱
い、ジャッキアップ、車両取扱い）を修得
する

１
①

14.4 ○ ○ ○

○
ガソリンエン
ジン基礎Ⅰ

単気筒エンジン（４サイクル・２サイク
ル）を分解しエンジンの構成部品と作動原
理を理解する。

１
①

28.8 ○ ○ ○

○
ガソリンエン
ジン基礎Ⅱ

自動車のシンプル４サイクルエンジンの分
解組み立てを行い構造作動を理解する。

１
①

36.0 ○ ○ ○

○ 整備基礎

オーナーズマニュアルに記載されている内
容を理解する。自動車の取り扱いに慣れ
る、ジャッキアップ作業、日常点検ができ
るようにする。

１
①

28.8 ○ ○ ○

○ 制動装置Ⅰ

ブレーキ装置（自動車の止まるメカニズム
を理解する）ドラムブレーキ・ディスクブ
レーキ、マスタシリンダの構造を理解す
る。

１
①

36.0 ○ ○ ○

　　　９科目

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　1級整備士コース前期）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 298.8単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科600時間、実習1200時
間）を満たしていること。授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。遅
刻は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
ス テ ア リ ン
グ・サスペン
ション

自動車の曲がるメカニズムを理解する。
１
①

36 ○ ○ ○

○ ２輪基礎整備
２輪車の初歩的な整備技術を習得する。ホ
イール、サスペンション、タンク、シート
などの脱着作業を行う。

１
①

36 ○ ○ ○

○
車体電装整備
Ⅰ

灯火装置などの車体電装品の電気回路を作
成し、基礎的な電気回路に慣れる。

１
①

36 ○ ○ ○

○
エンジン整備
Ⅰ

エンジンに関する全般的な整備を行う。冷
却系統、潤滑系統、エンジン調整などの整
備法を習得する。

１
②

36 ○ ○ ○

○
ジーゼルエン
ジン基礎

ジーゼルエンジンの分解組み立てを行い、
ガソリンエンジンとの違いを習得する。

１
②

36 ○ ○ ○

○
動力伝達装置
Ⅰ

動力伝達経路を理解する。クラッチ・トラ
ンスミッションの機能を理解する。

１
②

36 ○ ○ ○

○
動力伝達装置
Ⅱ

ディファレンシャルの構造作動を理解す
る。分解組み立調整作業を習得する。ドラ
イブシャフトの構造、脱着作業を習得す
る。

１
②

36 ○ ○ ○

○
バッテリ・始
動装置

バッテリの取扱いと、始動装置について理
解する

１
②

36 ○ ○ ○

○ 点火装置 点火装置について理解する。
１
②

36 ○ ○ ○

　　　９科目

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　1級整備士コース前期）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 324単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科600時間、実習1200時
間）を満たしていること。授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。遅
刻は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ ２輪点検 点検整備、電装整備を行う。
１
②

36 ○ ○ ○

○
点検・検査作
業

日常点検、12か月点検を実車で実践する。
また作業に伴う点検整備記録簿の記入方法を習得
するとともに、作業頻度が高い整備項目について
作業方法も習得する。

１
②

36 ○ ○ ○

○ エンジン計測
エンジンを分解し主要部品の摩耗を計測し
良否判定を行うノギス・マイクロメータ使
用法を習得する。

１
③

36 ○ ○ ○

○
電子制御燃料
噴射装置

電子制御燃料噴射装置の基本を理解する。
１
③

36 ○ ○ ○

○
タ イ ヤ ・ ホ
イールアライ
メント

ホイールアライメントの測定・調整を理解する。
社外サスペンション交換作業とホイールアライメ
ント調整作業を習得する。タイヤに関する整備作
業を習得する。

１
③

36 ○ ○ ○

○ 充電装置 充電装置について理解する。
１
③

36 ○ ○ ○

○
エンジン整備
Ⅱ

エンジン構造、計測作業を正しく理解す
る。

２
①

28.8 ○ ○ ○

○ シャシ整備
シャシ全般の整備作業を行う。ＦＦミッ
ションの構造・作動を理解する。

２
①

28.8 ○ ○ ○

○
動力伝達装置
Ⅲ

オートマティックトランスミッションの構
造作動を習得する。点検作業も行う。

２
①

28.8 ○ ○ ○

　　　９科目

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　1級整備士コース前期）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 302.4単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科600時間、実習1200時
間）を満たしていること。授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。遅
刻は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 2輪総合整備
エンジン整備・クラッチ整備、無断変速装
置の構造作動を習得する。２輪車の全般的
な整備法を習得する。

２
①

28.8 ○ ○ ○

○
車体電装整備
Ⅱ

計器類、パワーウィンドウ、ワイパ、空
調、灯火装置、オーディオ関連の整備を習
得する。電装品全般の整備、故障探求法を
理解する。

２
①

28.8 ○ ○ ○

○ 故障探求
実車エンジン、車両において、故障探求の
手順を理解する。オシロスコープの使用法
を理解する。

２
①

28.8 ○ ○ ○

○ 車検整備Ⅰ
乗用車の車検整備が出来るように反復練習
する。スチーム洗車、ガラスコーティン
グ、ボディコーティングも行う。

２
①

28.8 ○ ○ ○ ○

○ 電装整備実務 電装関連の実務的な整備作業を行う。
２
①

28.8 ○ ○ ○

○
ジーゼルエン
ジン応用

ジーゼルエンジン本体、燃料装置、電子制
御について分解組立を行い理解を深める。

２
②

50.4 ○ ○ ○

○
ガソリンエン
ジン応用

エンジン関連の実務的な整備作業を行う。
２
②

50.4 ○ ○ ○

○ 車検整備Ⅱ

貨物車の１年点検（継続検査）に伴う作業
が出来るようにする。大型車特有のシャシ
構成部品の構造作動を理解する。エアブ
レーキ装置について習得する。

２
②

50.4 ○ ○ ○ ○

○ 重整備作業 自動車全般の重整備作業を習得する。
２
②

50.4 ○ ○ ○

　　　９科目

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　1級整備士コース前期）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 338.4単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科600時間、実習1200時
間）を満たしていること。授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。遅
刻は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 総合整備Ⅰ
2輪エンジン、電気回路計測など、現場で
必要な整備を習得する。

２
③

122.4 ○ ○ ○ ○

○

○

○

　　　１科目

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　1級整備士コース前期）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 122.4単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科600時間、実習1200時
間）を満たしていること。授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。遅刻
は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）


